
 

1 

 

地方独立行政法人神戸市民病院機構 第３期中期計画（案） 
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前文 

地方独立行政法人神戸市民病院機構（以下「市民病院機構」という。）は，市民

の生命と健康を守るという基本理念のもと，神戸市立医療センター中央市民病院

（以下「中央市民病院」という。），神戸市立医療センター西市民病院（以下「西

市民病院」という。）の２病院を平成21年度から運営し，さらに平成29年度からは

神戸市立西神戸医療センター（以下「西神戸医療センター」という。），神戸市立

神戸アイセンター病院（以下「神戸アイセンター病院」という。）の２病院を加え

た４病院体制となり，公的役割を果たしてきた。 

この間，医療を取り巻く環境は，少子高齢化の進展，医療技術の進歩等により

大きく変化している。今後も，国における2025年を見据えた対応を踏まえるとと

もに，急速な高齢化や人口動態等の社会情勢，医療技術の高度化など，医療を取

り巻く環境の変化に対して柔軟に対応し，公立病院としての役割を引き続き果た

していくことが求められている。 

こうした背景を踏まえ，市の医療政策を担うべき公立病院として，質の高い標

準医療をはじめ，救急医療，小児・周産期医療，感染症医療及び市内の医療機関

では対応が困難な高度医療並びに不足している専門医療など（以下これらを「政

策的医療」という。）を含めた医療を，地域医療機関との連携及び役割分担のもと，

安定的に提供し，市民病院としての役割を果たしていく。また，医療，介護，福

祉等の様々なサービスが，切れ目なく一体的に提供される地域包括ケアシステム

の実現へ向けて，地域完結型医療を推進するなど，医療計画と地域医療構想を踏
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まえた医療機能の構築，連携等を進め，質の高い医療を提供していく。その際，

医療安全対策を徹底し，安心・安全な医療の提供を行うとともに，患者の視点に

立ったきめ細やかなサービスの提供や幅広い情報発信に努め，市民とともに魅力

的な病院づくりに取り組んでいく。 

経営面では，４病院体制における効率的な病院運営を実施する。加えて，社会

情勢や医療を取り巻く様々な環境の変化に柔軟に対応しつつ，安定的な経営基盤

を維持し，長期的視点に立った安定的かつ質の高い経営を行う。 

これらについて，引き続き市民の生命と健康を守るという市民病院の基本理念

を継承し，ここに定める中期計画の実現に向け，市民病院機構としてのガバナン

ス（組織を統治する機能や能力）を発揮し，職員一丸となって取り組むことで市

民病院としての公的使命を果たしていくものとする。 

 

第１ 中期計画の期間 

   平成31年４月１日から５年間とする。 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達

成するためにとるべき措置 

１ 本市の基幹病院・中核病院としての役割を踏まえた医療の提供  

⑴ 救急医療・災害医療 

・地域医療機関と密接に連携しながら，引き続き安定した救急医療体制を

構築し，各病院の機能と役割に応じた救急医療を確実に提供する。 

（中央市民病院） 

・日本屈指の救命救急センターとして，病院全職員が一丸となって多職種

が連携した救急医療を行い，あらゆる救急疾患から市民の生命を守る。 

・地域医療機関との役割分担を明確にした上で密接に連携し，よりスムー

ズな受け入れのため，疾患に応じたホットラインを活用するなど，一刻

を争う重症及び重篤な患者に対して年間を通じて 24時間救急医療を提供

する。 

・救急医療に携わる人材の育成を更に推進し，地域における救急医療向上

への役割を果たす。 

（西市民病院） 

・年間を通じて24時間体制で救急医療を提供し，地域住民の安心及び安全

を守る。 

・医師をはじめとする全職種が救急医療の重要性を認識し，地域医療支援

病院の役割として実践することで，救急車搬送応需率かつ受入件数を高

い水準で維持する。また，市や地域の関係機関と連携し，地域全体の救

急医療の充実を目指す。 

（西神戸医療センター） 

・地域医療機関と連携し，引き続き年間を通じて24時間体制の安定した救

急医療体制を提供することで，地域住民の安心及び安全を守る。 

・西神戸医療センターの位置する地域特性を踏まえ，地域の中核病院とし

て，重症・重篤な救急患者に対しても，救急隊との連携を密にし，より

迅速な救命措置を行える体制の維持・向上に努める。 

・全職員への救急車受入の方針徹底と促進策の実施による救急車受入件数

の増加に努める。 

（共通項目） 
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・阪神・淡路大震災及び東日本大震災等の経験を生かし，大規模災害発生

時等には，中央市民病院は災害拠点病院として，西市民病院，西神戸医

療センターは災害対応病院としてそれぞれの役割を果たし，市，県及び

地域医療機関と連携を図りながら市民の安全確保に率先して取り組む。 

・非常時にも継続して医療を提供できるように平時からＢＣＰ（事業継続

計画）の考え方を踏まえた防災・災害対応マニュアルを改訂するととも

に，積極的に訓練及び研修に取り組み，危機対応能力を高め，自ら考え

行動できる職員を育成する。 

関連指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 小児・周産期医療 

・地域医療機関との連携及び役割分担のもと，市民が安心して子供を産み，

かつ，育てられるように，質の高い小児・周産期医療を安定的に提供す

る。 

・次世代を担う子ども達が健やかな成長発達を遂げられるように医療の面

から支援する。 

（中央市民病院） 

・総合周産期母子医療センターとして，県立こども病院との連携及び役割

分担のもと，切迫早産，異常妊娠・分娩などの産科合併症のほか，合併

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民

病院 

 

救急外来患者数（人） 

うち入院（人） 

うち救急車受入（人） 

35,244  

8,130  

10,532 

救急車搬送応需率(％) 99.1 

災害訓練回数(回) 28 

災害訓練参加者数(人) 1,300 

災害研修回数(回) 6 

被災地等への派遣件数(件) 0 

西 市 民 病

院 

 

救急外来患者数（人） 

うち入院（人） 

うち救急車受入（人） 

13,967 

3,060 

2,857 

救急車搬送応需率(％) 63.1 

災害訓練回数(回) 42 

災害訓練参加者数(人) 738 

災害研修回数(回) 2 

被災地等への派遣件数(件) 0 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

 

 

救急外来患者数（人） 

うち入院（人） 

うち救急車受入（人） 

24,650 

3,405 

3,559 

救急車搬送応需率(％) 70.3 

災害訓練回数(回) 37 

災害訓練参加者数(人) 562 

災害研修回数(回) 0 

被災地等への派遣件数(件) 0 
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症妊娠（心血管疾患，免疫血液疾患，腎疾患，感染症，精神疾患等）と

いった，母子にとってハイリスクとなるあらゆる出産に対し，専門各科

と連携して，小児・周産期医療を安定的に提供する。 

（西市民病院） 

・市街地西部（兵庫区，長田区，及び須磨区）における周産期医療施設と

して，正常分娩を中心とした質の高い周産期医療を安定的に提供すると

ともに，ハイリスク妊娠・ハイリスク分娩等への対応も含めた役割を継

続する。 

・小児二次救急体制を継続し，小児救急医療の安定的な提供に努める。 

・急性期疾患を中心に，地域の医療機関では困難な小児疾患に対応する。 

（西神戸医療センター） 

・神戸西地域（須磨区，垂水区及び西区）の中核病院として，小児救急に

おいては，引き続き二次救急体制に参加するとともに，全日準夜帯（17

時～24時）の救急受け入れを安定的に継続する。 

・地域の医療機関と連携し，幅広い小児疾患に対応する。 

・地域医療機関との連携及び役割分担に基づき，地域医療機関での対応が

困難なハイリスクな妊婦や救急時の受け入れをはじめ，地域の需要に対

応し安定した周産期医療を提供することで，妊娠から出産，子どもの成

長まで総合的に対応する地域周産期母子医療センターと同等の機能を果

たす。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民 病

院 

小児科患者数 入院延（人） 

外来延（人） 

12,347  

13,568 

小児科救急患者数（人） 

うち入院（人） 

1,891 

874  

ＮＩＣＵ患者数（人） 3,056  

分娩件数（件） 

うち帝王切開（件） 

763 

264  

ハイリスク妊娠件数（件） 98  

ハイリスク分娩件数（件） 95  

助産師外来患者数（人） 224  

西市民病院 小児科患者数 入院延（人）

外来延（人） 

3,571  

7,635 

小児科救急患者数（人） 

うち入院（人） 

482  

210 

ＮＩＣＵ患者数（人） - 

分娩件数（件） 

うち帝王切開（件） 

440  

76 

ハイリスク妊娠件数（件） 47 

ハイリスク分娩件数（件） 59 

助産師外来患者数（人） 419 

西神戸医 

療センター 

小児科患者数 入院延（人） 

外来延（人） 

8,952  

19,375 
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小児科救急患者数（人） 

うち入院（人） 

6,529  

713 

ＮＩＣＵ患者数（人） - 

分娩件数（件） 

うち帝王切開（件） 

693  

259 

ハイリスク妊娠件数（件） 93 

ハイリスク分娩件数（件） 102 

助産師外来患者数（人） 149 

 

⑶ ５疾病に対する専門医療の提供 

・地域医療機関との役割分担及び連携を明確にしたうえで，各病院が有す

る医療機能に応じ，本市の基幹病院・中核病院として求められている高

度な専門医療を提供する使命を果たす。 

・疾病構造の変化や高度に進化した治療法に対応するため，各専門職がそ

れぞれの専門性を発揮するとともに緊密に連携し，診療科の枠を超えた

質の高い総合的な診療を充実させる。 

（中央市民病院） 

・がん治療については，メディカルクラスター（神戸医療産業都市に集積

する高度専門病院群）と連携し，患者のＱＯＬ（Quality of Life，生活

の質）向上のため，より身体の負担が少ない治療や検査の充実に取り組

む。 

・地域がん診療連携拠点病院としての体制強化を図るほか，手術支援ロボ

ットの活用，大学等と連携したがんゲノム医療などの高度医療に積極的

に取り組む。 

・一刻を争う脳卒中や急性心筋梗塞をはじめ，脳血管障害や心血管疾患な

どの疾患においては，内科系医師，外科系医師，看護師及びコメディカ

ル等がチームを組み，迅速かつ最適な医療を提供する体制を堅持する。

また，糖尿病については関連診療科や神戸アイセンター病院との連携 を

図り，総合的な糖尿病教育・治療を行う。 

・精神疾患については，精神科身体合併症病棟を活用し，様々な患者の状

態に応じた治療を行うとともに救命救急医療の更なる充実を目指す。 

（西市民病院） 

・がん治療については，患者の負担が少ない手術支援ロボットによる手術

をはじめとした高水準の治療を積極的に行うとともに，化学療法の実施

や他の医療機関との連携による放射線治療の充実を図る等，専門的なが

ん診療機能を有する医療機関としての役割を発揮する。 

・糖尿病については，教育入院や糖尿病教室を引き続き行うとともに，糖

尿病地域連携パスの利用を促進する等，生活習慣病医療を強 化する。ま

た，糖尿病合併症については，院内の関係診療科との連携を図りながら

取り組む。 

（西神戸医療センター） 

・がん治療については，地域がん診療連携拠点病院として，がん治療の専

門性を最大限に活かし，多職種のスタッフの力を結集し，地域医療機関

とともに患者・家族が安心して生活できる診療連携体制を整備・構築す

る。 
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・ＰＥＴ－ＣＴの活用によりがん診断機能を向上させるとともに，低侵襲

な手術や化学療法，放射線治療を組み合わせた集学的な治療の実施，及

びがん相談支援センターを中心とする患者支援に取り組む。 

・市民が適切な医療を身近な地域で受けられるよう，手術支援ロボットや

血管造影撮影装置等の高度医療機器を活用し，内視鏡治療や血管内治療

等の患者に負担の少ない低侵襲な高度専門医療を提供する。また，急性

期の脳卒中症例など緊急を要する症例に対し，迅速かつ適切な医療を行

う。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

中 央 市 民

病院 

 

がん退院患者数(人) 4,645 

脳卒中退院患者数(人) 1,253 

急性心筋梗塞退院患者数(人) 137 

糖尿病退院患者数(人) 160 

身体合併症受入延患者数(人) 2,153 

認知症鑑別診断数(人) 124 

検査人数（CT）(人) 52,034 

 検査人数（MRI） (人) 19,428 

 検査人数（PET） (人) 3,106 

 検査人数（心臓血管造影）(人) 1,081 

 検査人数（脳血管造影）(人) 813 

 がん患者化学療法数(人) 11,156 

 手術件数（入外合計）(件) 12,500 

 薬剤管理指導件数(件) 25,694 

 栄養指導件数（合計）(件) 4,099 

 リハビリ実施件数（合計）(件) 134,161 

 口腔ケア実施件数(件) 2,606 

西 市 民 病

院 

 

がん退院患者数(人) 2,076 

脳卒中退院患者数(人) 47 

急性心筋梗塞退院患者数(人) 12 

糖尿病退院患者数(人) 112 

身体合併症受入延患者数(人) 160 

認知症鑑別診断数(人) 64 

検査人数（CT）(人) 15,919 

 検査人数（MRI） (人) 4,422 

 検査人数（PET） (人) - 

 検査人数（心臓血管造影）(人) 166 

 検査人数（脳血管造影）(人) - 

 がん患者化学療法数(人) 2,205 

 手術件数（入外合計）(件) 2,930 

 薬剤管理指導件数(件) 13,288 

 栄養指導件数（合計）(件) 2,167 

 リハビリ実施件数（合計）(件) 37,388 

 口腔ケア実施件数(件) 2,400 
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西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

 

 

がん退院患者数(人) 2,921 

脳卒中退院患者数(人) 307 

急性心筋梗塞退院患者数(人) 47 

糖尿病退院患者数(人) 132 

身体合併症受入延患者数(人) 31 

認知症鑑別診断数(人) - 

検査人数（CT）(人) 22,547 

 検査人数（MRI） (人) 10,601 

 検査人数（PET） (人) 184 

 検査人数（心臓血管造影）(人) 628 

 検査人数（脳血管造影）(人) 167 

 がん患者化学療法数(人) 6,482 

 手術件数（入外合計）(件) 6,088 

 薬剤管理指導件数(件) 20,809 

 栄養指導件数（合計）(件) 2,203 

 リハビリ実施件数（合計）(件) 58,290 

 口腔ケア実施件数(件) 81 

 

⑷  地域包括ケアシステム推進への貢献 

・地域医療支援病院として地域医療機関との連携をより一層推進するため，

地域医療機関のニーズを把握し，各病院の役割に応じた患者の紹介・逆

紹介や医療機器の共同利用を行う。 

・患者が安心して地域で療養できるように，地域の在宅診療医や介護施設，

訪問看護ステーション等との多職種での連携を強化するなど，市の地域

包括ケアシステム推進における市民病院としての役割を果たす。 

・オープンカンファレンス等を積極的に開催し，地域の医療従事者の育成

に努める。 

（中央市民病院） 

・地域包括ケアシステム構築に貢献するため，ケアマネジャー， 在宅介護

支援事業者，福祉施設等と顔の見える連携を実施するとともに，地域の

医師，訪問看護師等との退院前カンファレンスを積極的に実施する。 

・患者が安心して地域で療養できるように，入院初期から積極的に退院支

援を行うなど，患者の状況に応じた支援を行う。特に，在宅復帰を目指

す 患 者 が 在 宅 へ 円 滑 に 移 行 で き る よ う ， 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病

棟・地域包括ケア病棟を設けている病院と連携を強化する。 

（西市民病院） 

・市民や地域の医療機関から信頼される病院であり続けるため，各診療科

の医師と地域医療機関の医師との顔の見える連携を図り，紹介・逆紹介

をさらに推進し，地域医療支援病院の役割を堅持する。 

・地域の訪問看護ステーションや医療・介護・福祉等の関係機関との後方

支援機能を充実させる等，在宅支援を中心とした地域社会との連携を図

り，入院医療から在宅医療への移行機能を強化する。 

・地域の歯科診療所で診察を受けることが困難な方々に，こうべ市歯科セ

ンターと連携し，安全で安心な歯科医療サービスを提供する。 

（西神戸医療センター） 
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・地域医療支援病院として，神戸西地域の地域完結型医療を推進する。 

・開院当初より開催している医師会や歯科医師会と組織する協議会や地域

医師会との合同カンファレンスを実施する。医師による地域医療機関へ

の訪問等により信頼関係を更に深め，紹介・逆紹介の推進，円滑な転院

調整等を行い，地域医療機関との役割分担を積極的に進める。 

・神戸西地域の医療介護サポートセンターが主催する会議や研修会へ参加

し，在宅医療・介護資源の把握や課題等を共有することで切れ目のない

連携に取り組み，在宅医療への円滑な移行に努める。 

目標値 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

目標値 

中 央 市 民 病

院 

紹介率(％) 64.8 66.0 

逆紹介率(％) 123.2 120.0 

西市民病院 紹介率(％) 53.4 54.0 

逆紹介率(％) 104.8 100.0 

西 神 戸 医 療

センター 

紹介率(％) 70.9 70.0 

逆紹介率(％) 77.5 75.0 

 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

中央市民

病院 

地域連携パス適用患者数(人) 303 

地域医療機関向け広報誌発行回数(回) 4 

オープンカンファレンス開催回数(回) 59 

オープンカンファレンス院外参加人数(人) 2,244 

退院調整実施件数(件) 1,491 

 ケアマネジャーとのカンファレンス件数(件) 244 

西市民病

院 

地域連携パス適用患者数(人) 60 

地域医療機関向け広報誌発行回数(回) 12  

オープンカンファレンス開催回数(回) 35 

オープンカンファレンス院外参加人数(人) 1,021 

退院調整実施件数(件) 1,812 

 ケアマネジャーとのカンファレンス件数(件) 427 

西神戸医

療センタ

ー 

地域連携パス適用患者数(人) 178 

地域医療機関向け広報誌発行回数(回) 13 

オープンカンファレンス開催回数(回) 99 

オープンカンファレンス院外参加人数(人) 1,765 

退院調整実施件数(件) 3,805 

 ケアマネジャーとのカンファレンス件数(件) 571 

 

２ 中央市民病院の役割を踏まえた医療の提供 

⑴ 日本屈指の救命救急センターとしての役割の発揮 
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・日本屈指の救命救急センターとして，病院全職員が一丸となって多職種

が連携した救急医療を行い，あらゆる救急疾患から市民の生命を守る。 

・地域医療機関との役割分担を明確にした上で密接に連携し，よりスムー

ズな受け入れのため，疾患に応じたホットラインを活用するなど，一刻

を争う重症及び重篤な患者に対して年間を通じて 24時間救急医療を提供

する。 

・救急医療に携わる人材の育成を更に推進し，地域における救急医療向上

への役割を果たす。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市

民病院 

救急外来患者数(人) 

うち入院(人) 

うち救急車受入(人) 

35,244  

8,130  

10,532 

救急車搬送応需率(％) 99.1 

 

⑵ メディカルクラスターとの連携による先進的ながん治療等の提供 

・グローバルな視点を持ちながら，メディカルクラスターとの連携を推進

する。 

・疾患，診療内容の変化や医療需要と供給のバランスに応じて市民に最新

最良の医療の提供を目指すとともに，患者のＱＯＬ向上のため，より身

体の負担が少ない治療や検査の充実に取り組む。 

・地域がん診療連携拠点病院としての体制強化を図るほか，手術支援ロボ

ットの活用，大学等と連携したがんゲノム医療などの高度医療に積極的

に取り組む。 

・今後の医療の動向を踏まえ，周辺の先端医療技術の研究拠点等 との連携

に努めるとともに，市民の健康増進に向けた取り組みに協力する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市

民病院 

検査人数（PET） (人) 3,106 

がん退院患者数(人) 4,645  

がん患者化学療法数(人) 11,156  

がん患者放射線治療数(人) 11,273  

緩和ケア外来延べ患者数(人) 1,788  

がん患者相談受付件数(件) 983 

周辺病院からの紹介件数(件) 716 

周辺病院への逆紹介件数(件) 1,718 

 

⑶ 神戸医療産業都市の中核機関として治験・臨床研究の更なる推進 

・神戸医療産業都市の中核機関として治験・臨床研究を積極的に推進し，

生命の維持と生活の質の向上につながる新たな医療を創造することで，

市民の健康の増進と医療の発展に貢献するため，臨床研究中核病院を目

指す。 

・医薬品医療機器等の治験を含む臨床研究を適切に実施するため，法令や
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指針に則り，円滑かつ安全に研究を遂行できるよう，管理体制及び支援

体制を構築する。なお，実施に際しては，患者の自由意思によるインフ

ォームド・コンセント（患者が自ら受ける医療の内容に納得し，及び自

分に合った治療法を選択できるよう，患者への分かりやすい説明を行っ

た上で同意を得ること。）を得るとともに，人権の保護，安全性の確保，

倫理的配慮等を必ず行う。 

関連指標                                  （単位：件）  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民

病院 

治験実施件数 175  

受託研究件数 199  

臨床研究件数 261  

医師主導治験実施件数 

うち研究責任者としての実施件数 

6 

1 

特定臨床研究 ※実施件数 

うち研究責任者としての実施件数 

- 

- 

論文掲載件数 363 

学会発表件数 737 

研究計画相談件数 90 

英語論文校閲相談 166 

データ入力実績 14,791 

※  厚生労働省令で定める基準に従って行う臨床研究 

 

⑷ 県立こども病院等と連携した高度な小児・周産期医療の提供 

・総合周産期母子医療センターとして，県立こども病院等との連携及び役割

分担のもと，切迫早産，異常妊娠・分娩などの産科合併症のほか，合併症

妊娠（心血管疾患，免疫血液疾患，腎疾患，感染症，精神疾患等）といっ

た，母子にとってハイリスクとなるあらゆる出産に対し，専門各科と連携

して，小児・周産期医療を安定的に提供する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民

病院 

小児科患者数 入院延(人) 

外来延(人) 

12,347  

13,568  

小児科救急患者数(人) 1,891  

うち入院数(人) 874  

ＮＩＣＵ患者数(人) 3,056  

 分娩件数(件) 

うち帝王切開(件) 

763  

264  

ハイリスク妊娠件数(件) 98  

ハイリスク分娩件数(件) 95  

助産師外来患者数(人) 224 

 

⑸ 第一種感染症指定医療機関としての役割の発揮 

・新興感染症発生時においては，新型インフルエンザ患者の受け入れ経験



 

11 

 

を生かし，市内唯一の第一種感染症指定医療機関として，市，県及び地

域医療機関と連携を図りながら，速やかに患者を受け入れられる体制を

整備し，市民の安全を確保する。 

・非常時にも継続して医療を提供できるよう，平時から「新型インフルエ

ンザ等発生における診療継続計画」等，マニュアルの整備と訓練を行う

とともに，研修会への参加等に積極的に取り組み，危機対応能力を高め，

自ら考え行動できる職員を育成する。 

関連指標 

病院名 項目 平成29年度

実績 

中 央 市 民 病

院 

感染症延患者数(一類) (人 ) 0 

感染症延患者数(二類) (人 ) 64 

感染管理研修等実施回数(回) 57 

 

３ 西市民病院の役割を踏まえた医療の提供 

⑴ 地域の患者を24時間受け入れる救急医療の提供 

・年間を通じて 24時間体制で救急医療を提供し，地域住民の安心及び安全

を守る。 

・医師をはじめとする全職種が救急医療の重要性を認識し，地域医療支援

病院としての役割として実践することで，救急車搬送応需率かつ受入件

数を高い水準で維持する。また，市や地域の関係機関と連携し，地域全

体の救急医療の充実を目指す。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西市民病院 救急外来患者数(人) 

うち入院(人) 

うち救急車受入(人) 

13,967  

3,060  

2,857 

救急車搬送応需率(％) 63.1 

 

⑵ 地域のハイリスク出産に対応できる周産期医療の提供 

・市街地西部における周産期医療施設として，正常分娩を中心とした質の

高い周産期医療を安定的に提供するとともに，ハイリスク妊娠・ハイリ

スク分娩等への対応も含めた役割を継続する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西市民病院 分娩件数(件) 

うち帝王切開(件) 

440 

76 

ハイリスク妊娠件数(件) 47 

ハイリスク分娩件数(件) 59 

助産師外来患者数(人) 419 

 

⑶ 地域需要に対応した小児医療の提供 

・市街地西部の中核病院として，小児二次救急体制を継続し，小児救急医
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療の安定的な提供に努める。 

・急性期疾患を中心に，地域の医療機関では困難な小児疾患に対応する。 

関連指標  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西市民病院 小児科患者数 入院延(人) 

外来延(人) 

3,571  

7,635  

小児科救急患者数(人) 

うち入院数(人) 

482  

210 

小児アレルギー教室開催回数(回) 9 

 

⑷ 認知症患者に対する専門医療の提供 

・認知症疾患医療センターとして，認知症疾患に対する鑑別診断等を実施

し，認知症に対して進行予防から地域生活の維持まで必要となる医療を

提供できる体制の構築を図る。 

・市の施策である「認知症の人にやさしいまちづくり」の推進に協力する

とともに，地域の医療機関と協力しながら，長田区認知症多職種連携研

究会をはじめ院内外の交流会，研修会を開催するなど，認知症疾患に携

わる医療，介護等の多職種の連携を強化する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西市民病院 認知症鑑別診断数(件) 64 

専門医療相談件数(件) - 

研修等の実施回数(回) - 

認知症ケア件数(件) 6,214 

 

⑸ 生活習慣病患者の重症化予防に向けた取り組み 

・市の施策と連携し，生活習慣病患者に対する重症化予防に向けた取り組

みに加え，疾患の早期発見・早期治療に向けた取り組みを行う。 

・患者のみならず広く市民を対象とした公開講座や禁煙教室，糖尿病教室

など各種教室等の充実を図り，全ての市民の健康向上のため，市ととも

に健康づくり施策に取り組む。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 市 民

病院 

成人病関連教室等開催件数(件) 33 

糖尿病地域連携パス連携診療所数(箇所) 93 

糖尿病地域連携パス連携症例数(例) 484 

 

４ 西神戸医療センターの役割を踏まえた医療の提供 

⑴ 地域の医療機関と連携した24時間体制での救急医療の提供 

・地域医療機関と連携し，引き続き年間を通じて 24時間体制の安定した救

急医療体制を提供することで，地域住民の安心及び安全を守る。 

・西神戸医療センターの位置する地域特性を踏まえ，地域の中核病院とし
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て，重症・重篤な救急患者に対しても，救急隊との連携を密にし，より

迅速な救命措置を行える体制の維持・向上に努める。 

・全職員への救急車受入の方針徹底と促進策の実施による救急車受入件数

の増加に努める。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

救急外来患者数(人) 

うち入院(人) 

うち救急車受入(人) 

24,650 

3,405 

3,559 

救急車搬送応需率(％) 70.3 

 

⑵ 地域における小児救急・小児医療の拠点機能の提供 

・神戸西地域の中核病院として，小児救急においては，引き続き二次救急

体制に参加するとともに，全日準夜帯（17時～24時）の救急受け入れを

安定的に継続する。 

・地域の医療機関と連携し，幅広い小児疾患に対応する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

小児科患者数 入院延(人) 

外来延(人) 

8,952  

19,375  

小児科救急患者数(人) 

うち入院数(人) 

6,529  

713 

 

⑶ 地域周産期母子医療センター機能の提供 

・地域医療機関との連携及び役割分担に基づき，地域医療機関での対応が

困難なハイリスクな妊婦や救急時の受け入れをはじめ，地域の需要に対

応し安定した周産期医療を提供することで，妊娠から出産，子どもの成

長まで総合的に対応する地域周産期母子医療センターと同等の機能を果

たす。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

分娩件数(件) 

うち帝王切開(件) 

693  

259  

ハイリスク妊娠件数(件) 93  

ハイリスク分娩件数(件) 102  

助産師外来患者数(人) 149 

低出生体重児数(人) 100 

 

⑷ 幅広いがん患者への支援と集学的治療の提供 

・地域がん診療連携拠点病院として，がん治療の専門性を最大限に活かし，

多職種のスタッフの力を結集し，地域医療機関とともに患者・家族が安

心して生活できる診療連携体制を整備・構築する。 
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・PET-CTの活用によりがん診断機能を向上させるとともに，低侵襲な手術

や化学療法，放射線治療を組み合わせた集学的な治療の実施，及びがん

相談支援センターを中心とする患者支援に取り組む。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

検査人数（PET） (人) 184 

がん退院患者数(人) 2,921 

がん患者化学療法数(人) 6,482 

がん患者放射線治療数(人) 9,791 

緩和ケア外来延べ患者数(人) 2,085 

がん患者相談受付件数(件) 917 

 

⑸ 結核医療の中核機能の提供 

・市内唯一の結核病床を有する病院として，結核患者の専用病棟，結核患

者にも対応できる手術室などの設備を活用し，引き続き総合的な結核医

療を提供する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

延患者数・入院(結核) (人 ) 11,115 

延患者数・外来(結核) (人 ) 314 

新規患者数・入院(結核) (人 ) 157 

新規患者数・外来(結核) (人 ) 128 

結核病床利用率(％) 60.9 

 

５ 神戸アイセンター病院の役割を踏まえた医療の提供 

⑴ 標準医療から最先端の高度な眼科医療まで質の高い医療の提供 

・地域医療機関との連携や機能分担を推進するとともに，隣接する中央市

民病院との連携を行い，安全で質の高い標準医療を提供する。 

・全身的な症状にも関連する眼の疾患に関して，市民病院や地域医療機関

と連携して対応する。 

・フェムトセカンドレーザーを用いた高機能眼内レンズ挿入術などの先進

医療や再生医療分野など，より高度で専門性を必要とする眼疾患に対応

するとともに，臨床研究及び治験を推進することで次世代医療の開発を

進め，その成果を世界に発信していく。 

目標値 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

紹介患者数(人／日) 10.7 9.4 

逆紹介患者数(人／日) 7.4 7.6 

※  紹介患者数，逆紹介患者数は平成31年度目標値 

 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度
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実績 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

手術件数（入院・外来合計）(件) 

うち先進医療実施件数(件) 

745  

0 

硝子体注射件数(件) 581 

専門外来患者数(人) 5,728 

臨床懇話会・オープンカンファレンス

院外参加者数(人) 

114 

 

⑵ 治験・臨床研究を通じた次世代医療の開拓 

・より有効で安全性の高い治療を目指し，理化学研究所等と緊密に協力し

て橋渡し研究を行い，眼疾患に係る臨床研究及び治験に積極的に取り組

む。その際，患者の自由意思によるインフォームド・コンセントを徹底

するとともに，人権の保護，安全性の確保，倫理的配慮等を必ず行う。 

・理化学研究所等と連携してｉＰＳ細胞治療や網膜色素上皮細胞移植，培

養口腔粘膜上皮細胞シートによる眼表面再建治療などの新しい眼科治療

や診断法の開発を推進し，神戸医療産業都市及び日本の眼科医療に貢献

する。 

関連指標                  （単位：件）  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

治験実施件数 0 

受託研究件数 4 

臨床研究件数 14 

 

⑶ 視覚障害者支援施設等と連携した患者の日常生活支援 

・視覚障害者支援施設等と緊密に連携してロービジョンケア（視覚に障害

がある人に対する支援）を進めるとともに，地域包括ケアシステムの推

進につながる，重篤な眼疾患から社会生活へ復帰を支援するワンストッ

プセンター（研究，治療，リハビリ，社会復帰までを一貫して対応する

施設）としての役割を果たす。 

・眼科専門病院として，全部門が来院者の特徴に配慮したサービスを提供

し，患者サービスの向上に向けた取り組みを推進する。 

関連指標                                 （単位：人）  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

ロービジョンケア施設との紹介実績 197 

 

⑷ 診療・臨床研究を担う未来の医療人材育成 

・臨床，教育，研究それぞれに取り組み，日本の眼科の未来を担う人材の

育成に取り組む。 

・モチベーションの好循環となるよう，医師の業績に応じて研究費を配分

する制度を構築・運用する。 

関連指標                                  （単位：件）  

病院名 項 目 平成29年度
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実績 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

論文掲載件数 12 

学会発表件数 9 

 

６ 共通の役割 

⑴ 安全で質の高い医療を提供する体制の構築 

・全職員が患者の安全を最優先に万全な対応を行うことができるように，

医師及び看護師等からなる医療安全管理室を中心に，医療安全に関する

情報の収集及び分析を行い，医療安全対策を徹底する。 

・院内で発生したインシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程にお

いて発生した，患者・医療従事者に被害を及ぼすことはなかったが注意

を喚起すべき事例）及びアクシデント（医療の全過程のうちいずれかの

過程において発生した，患者・医療従事者に傷害を及ぼした事例）につ

いての報告を強化し，その内容を分析し，法人全体で共有することによ

り再発防止に取り組むなど，医療安全意識を醸成する。 

・医療事故が発生した場合には，医療事故調査制度等に基づき適切な対応

を取るとともに，公表指針に基づき公表し，信頼性と透明性を確保する。  

・質の高い医療を提供するため，クリニカルパス（入院患者に対する治療

の計画を示した日程表），臨床評価指標（ＣＩ：クリニカルインディケー

ター）等を法人全体で共有し，相互に分析を行い，評価・活用する。 

・病院機能評価の受審等，外部評価も積極的に活用し，医療の質向上を図

る。 

目標値                                     （単位：％） 

病院名 項 目 

 

平成29年

度実績 

目標値 

中央市民病院 ク リ ニ カ ル パ ス

適用率 

62.4 60.0 

西市民病院 46.5 50.0 

西神戸医療センター 62.8 60.0 

神戸アイセンター病院 99.3 99.0 

 

関連指標  

病院名 項 目 平成29年

度実績 

中 央 市 民

病院 

医療安全研修等実施回数(回) 192  

インシデントレポート数(件) 

うち医師の報告割合(％) 

5,224 

7.4 

職員１人あたりのインシデントレポート数(件/人) 2.9 

アクシデントレポート数(件) 9(12) 

クリニカルパス種類(種類) 444  

西 市 民 病

院 

医療安全研修等実施回数(回) 15  

インシデントレポート数(件) 

うち医師の報告割合(％) 

1,674 

3.9 

職員１人あたりのインシデントレポート数(件/人) 2.8 

アクシデントレポート数(件) 8 

クリニカルパス種類(種類) 217  
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西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

医療安全研修等実施回数(回) 589  

インシデントレポート数(件) 

うち医師の報告割合(％) 

2,452 

4.3 

職員１人あたりのインシデントレポート数(件/人) 3.0 

アクシデントレポート数(件) 6(17) 

クリニカルパス種類(種類) 223  

神 戸 ア イ

セ ン タ ー

病院 

医療安全研修等実施回数(回) 2  

インシデントレポート数(件) 

うち医師の報告割合(％) 

104 

13.5 

職員１人あたりのインシデントレポート数(件/人) 1.9 

アクシデントレポート数(件) 0 

クリニカルパス種類(種類) 40  

※  （）書きは合併症（検査や治療に伴って，ある確率で不可避に生じる病

気や症状）を含む。 

 

⑵ 患者の権利を尊重し，信頼と満足が得られる体制の構築 

・「患者の権利章典」のもと，患者中心の医療を常に実践し，インフォーム

ド・コンセントを徹底するとともに，患者自身が治療方針を適切に自己

決定できるように支援する。 

・市民病院の基本理念に基づき，常に患者やその家族の立場を考え，温か

く心のこもった応対ができるよう，職員の接遇能力の向上を図る。 

・病院長のリーダーシップのもと，職種・部門横断的に連携し，必要な療

養環境の改善や総合的な待ち時間対策並びに国際化の更なる進展による

多言語への対応等，だれもが利用しやすい病院づくりを行う。 

・患者やその家族が院内で快適に過ごすことができるよう，定期的なアン

ケート調査や意見箱の設置等によりニーズを的確に把握し，院内で情報

共有するとともに問題点の評価・改善を繰り返すことで，きめ細やかな

サービスを提供する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

中 央 市 民 病

院 

患者満足度調査結果（入院）(％) 98.9  

患者満足度調査結果（外来）(％) 97.7 

患者応対研修等参加者数(人) 794 

医療通訳実施件数(件) 392 

西市民病院 患者満足度調査結果（入院）(％) 94.2  

 患者満足度調査結果（外来）(％) 94.2 

患者応対研修等参加者数(人) 52 

医療通訳実施件数(件) 353 

西 神 戸 医 療

センター 

患者満足度調査結果（入院）(％) 95.0  

患者満足度調査結果（外来）(％) 93.0 

患者応対研修等参加者数(人) 93 

医療通訳実施件数(件) 9 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

患者満足度調査結果（入院）(％) 96.4  

患者満足度調査結果（外来）(％) 92.6 
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患者応対研修等参加者数(人) 0 

医療通訳実施件数(件) 11 

 ※ 患者満足度調査結果は，「満足＋やや満足」の割合 

 

⑶ 市民への情報発信 

・各病院の役割や機能，特色，治療方針，地域医療機関との連携状況及び経営状況

について市民及び患者に広く知ってもらうため，広報誌やホームページを活用し

て，積極的に情報を発信する。 

・市民の健康向上のため，最新の治療情報や日常生活の注意点等を公開講座，各種

教室等を通じて発信し，市とともに健康づくり施策に取り組む。 

関連指標                     （単位：回）  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民

病院 

各種教室等開催回数 93 

市民向け広報発行回数 4 

ホームページアクセス回数 2,704,874 

西 市 民 病

院 

各種教室等開催回数 33 

市民向け広報発行回数 3 

ホームページアクセス回数 127,592 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

各種教室等開催回数 16 

市民向け広報発行回数 3 

ホームページアクセス回数 179,625 

神 戸 ア イ

セ ン タ ー

病院 

各種教室等開催回数 - 

市民向け広報発行回数 0 

ホームページアクセス回数 28,902 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 

１ 優れた専門職の確保と人材育成 

・職員一人ひとりがより良い将来の展望を持てるよう，働きがいのある職場

環境を構築するとともに働き方の改革を推進し，優れた専門職の確保と人

材育成に取り組む。 

・女性の活躍できる労働環境の整備を推進するとともに，全職員がワークラ

イフバランス（仕事と生活の調和）と自己研鑽の両立が可能となるよう取

り組む。特に医師については，国の動向も踏まえ，積極的に時間外勤務時

間の削減に努める。 

 

⑴ 職員の能力向上等への取り組み 

・市民病院職員としての使命感を持ち，高い専門性と協調性，豊かな人間

性を兼ね備えた医師，看護師，コメディカルスタッフ，事務職員等の確

保・育成に継続して取り組む。 

・すべての職員が必要な技能や知識を習得できるよう教育及び研修制度を

充実し，４病院体制での人事交流やジョブローテーションの観点を踏ま

え，指導者も含めた次世代医療を担う人材を育成する。特に病院経営や

臨床研究に関する人材確保と育成に努める。 

関連指標                  （単位：人）  
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病院名 項 目 平成29年度

実績 

中央市民病院 専門医数（延人数） 343 

認定医数（延人数） 220 

臨床教授等（延人数） 21 

研修指導医数（延人数） 137 

専門看護師数（合計） 13 

 認定看護師数（合計） 33 

研究休職制度等利用者数 4 

資格取得支援制度利用者数 15 

西市民病院 専門医数（延人数） 120 

認定医数（延人数） 85 

臨床教授等（延人数） 6 

研修指導医数（延人数） 16 

専門看護師数（合計） 5 

 認定看護師数（合計） 9 

研究休職制度等利用者数 1 

資格取得支援制度利用者数 3 

西 神 戸 医 療 セ

ンター 

 

専門医数（延人数） 156 

認定医数（延人数） 77 

臨床教授等（延人数） 7 

研修指導医数（延人数） 90 

専門看護師数（合計） 5 

 認定看護師数（合計） 15 

研究休職制度等利用者数 1 

資格取得支援制度利用者数 8 

神 戸 ア イ セ ン

ター病院 

 

専門医数（延人数） 9 

認定医数（延人数） 8 

臨床教授等（延人数） 2 

研修指導医数（延人数） 5 

専門看護師数（合計） - 

 認定看護師数（合計） - 

研究休職制度等利用者数 0 

資格取得支援制度利用者数 1 

 

⑵ 職員が意欲的に働くことのできる人事給与制度の構築 

・全職員が意欲的に働くことができるよう，職員の能力や貢献度が各病院

の特性に応じて適正に評価される人事給与制度を構築する。 

・全職員が高いパフォーマンスを発揮できるよう，ＩＣＴの活用や柔軟な

勤務制度の導入を検討する。また，ワークライフバランスの確保に向け

た取り組みを実施する。 

・医師をはじめとする職員の負担軽減と医療の質の向上を両立させるため，

業務の効率化を進めるとともに，業務の量や質に応じた適切な人員配置

を行う。 

関連指標 
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病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民 病

院 

医師事務作業補助者の配置数(人) 95  

一人あたりの年次有給休暇消化数(日/人) 9.3  

西市民病院 医師事務作業補助者の配置数(人) 21  

一人あたりの年次有給休暇消化数(日/人) 11.2  

西 神 戸 医 療

センター 

医師事務作業補助者の配置数(人) 4  

一人あたりの年次有給休暇消化数(日/人) 9.1  

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

医師事務作業補助者の配置数(人) 10 

一人あたりの年次有給休暇消化数(日/人) -  

法人本部 医師事務作業補助者の配置数(人) - 

一人あたりの年次有給休暇消化数(日/人) 8.1  

法人全体 健康診断受診率（％） 100.0 

 

⑶ 人材育成等における地域貢献 

・公的病院の使命である救急及び高度・急性期医療に加え，福祉との連携

を踏まえた地域医療等を学ぶ場として，初期研修医及び専攻医のみなら

ず，医学部生，看護学生，薬学部生をはじめとした，医療系学生及び地

域医療を支える人材を積極的に受け入れる体制の充実等，地域における

優秀な人材の育成と医療の質向上に貢献する。特に， 新専門医制度への

対応や，神戸市看護大学をはじめとした神戸市内の看護学生の受入れに

努める。 

関連指標                      （単位：人） 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民

病院 

講師派遣数（延べ人数） 1,424  

初期研修医数 41  

専攻医数 107  

学

生

実

習

等

受

入

人

数 

（医学部・歯学部生） 

（看護学生） 

（薬学部生） 

（臨床検査） 

（診療放射線） 

（理学療法・作業療法・言語聴覚） 

（臨床工学） 

（栄養管理） 

（視能訓練） 

986  

3,705  

2,134  

189 

115  

1,984  

464  

110  

0 

西 市 民 病

院 

講師派遣数（延べ人数） 130  

初期研修医数 15  

専攻医数 26  

学

生

実

習

等

（医学部・歯学部生） 

（看護学生） 

（薬学部生） 

（臨床検査） 

（診療放射線） 

199  

2,339  

1,010  

131 

-  
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受

入

人

数 

（理学療法・作業療法・言語聴覚） 

（臨床工学） 

（栄養管理） 

（視能訓練） 

56  

110  

210  

0 

西 神 戸 医

療 セ ン タ

ー 

講師派遣数（延べ人数） 233  

初期研修医数 20  

専攻医数 26  

学

生

実

習

等

受

入

人

数 

（医学部・歯学部生） 

（看護学生） 

（薬学部生） 

（臨床検査） 

（診療放射線） 

（理学療法・作業療法・言語聴覚） 

（臨床工学） 

（栄養管理） 

（視能訓練） 

307  

3,430  

667  

212 

180  

271  

72  

80  

255 

神 戸 ア イ

セ ン タ ー

病院 

講師派遣数（延べ人数） 13  

初期研修医数 - 

専攻医数 2  

学生実習等受入人数（医学部・歯学部生） 10 

 

２ 効率的な業務運営体制の構築 

⑴  ＰＤＣＡサイクルが機能する仕組みの構築及び法令遵守（コンプライア

ンス）の徹底 

・全職員が目標及び課題を共有し，各年度計画の進捗管理をＰＤＣＡサイ

クル（計画，実行，評価及び改善の４段階を繰り返すことによって業務

を継続的に改善すること）に基づき確実に行うことにより，経営改善に

取り組み，長期的視点に立った質の高い経営を進める。 

・理事長のリーダーシップのもと，常任理事会，理事会が運営に関するチ

ェック機能を働かせ，課題が発見された際は迅速な対応を行う。 

・市民病院としての使命を適切に果たし，市民からの信頼を確保するため

に，医療法（昭和 23年法律第 205号）をはじめ市の条例が適用される個

人情報保護や情報公開等も含めた関係法令の遵守の徹底と業務運営の透

明化を推進する。 

・臨床研究を含めた業務全般について内部監査を実施するとともに職場研

修を定期的に実施するなど，法令及び行動規範遵守の重要性を全職員が

認識し，実践する。 

関連指標 

病院名 項 目 

 

平成29年度

実績 

法人全体 コンプライアンス研修等実施回数(回) 5 

コンプライアンス研修受講率(％) 98.3 

 

⑵ 市民病院間における情報連携体制の強化 

・医療情報についてのシステム最適化に向けた検討や診療情報の相互閲覧
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など，４病院を連携していく取り組みを推進するとともに，統括できる

体制を強化する。 

・高度化するサイバー攻撃等の情報セキュリティリスクに対し，これを回

避，低減する技術的対策を講じるほか，定期的な人的訓練を職員に対し

て実施することにより安全性を高め，病院間の情報連携を推進する。 

・各病院間の連携会議や研修会等を積極的に開催し，法人内の情報連携を

促進する。 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

法人全体 情報セキュリティ訓練等実施回数(回) 21 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置 

１ 経営改善の取り組みと経常収支目標の達成 

・運営費負担金交付のもと，市民病院としての役割に応じた政策的医療を提

供し，各病院が経営改善の取り組みを進め，機動的かつ戦略的な病院経営

を行うことで，年度ごとの経常収支目標を達成する。 

・効率的な病床運営，地域医療機関との連携推進等による新規患者の確保，

診療機能の強化等により医業収益を確保するとともに経費削減に努め，法

人全体で収支を均衡させるよう取り組む。 

 

⑴ 中央市民病院 

・南館の更なる活用に向けて，本館との一体的な病床運営や手術部門，外

来部門，救急部門など各部門の診療機能の強化に取り組むとともに，新

たな診療報酬加算の検討等，医業収益の増収を図る。 

・材料費の削減，効率的・効果的な業務執行など，費用の削減に努め，職

員一丸となって経営改善を行う。 

目標値 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

中 央 市 民 病

院 

経常収支比率(％) 101.0 100.4 

医業収支比率(％) 99.1 98.7 

新規患者数（入院）(人) 23,288 23,789 

新規患者数（外来）(人) 88,352 86,635 

平均在院日数(日) 10.4 10.4 

病床利用率(％) 92.9 92.6 

※  経常収支比率・医業収支比率は期間中の平均値 

※ 医業収支比率は運営費負担金を含まない 

 ※ 新規患者数は入院・外来とも平成31年度目標値 

 ※ 平均在院日数，病床利用率は感染症病床及びＭＰＵ病床を含まない 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

中 央 市 民 病

院 

単年度資金収支(億円) 1,317 

運営費負担金比率(％) 7.4 
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給与費比率(％) 44.6 

材料費比率(％) 32.0 

経費比率(％) 18.1 

手術件数（入院・外来合計）(件) 12,500 

患者一人当たりの診療単価（入院）(円) 98,286 

患者一人当たりの診療単価（外来）(円) 20,767 

査定減率（入院）(％) 1.10  

査定減率（外来）(％) 0.20 

 

⑵ 西市民病院 

・地域医療支援病院としての役割を果たし続けていくため，医師の確保等

による診療科の強化，救急車受入方針の徹底による応需率の向上，外来

機能の強化に加え，地域医療機関との連携強化等による増収を図る。 

・新たな診療報酬加算の検討等による増収，粘り強い価格交渉等による費

用の削減に積極的に取り組む。 

・効果的な経営分析や院内外に向けた情報発信の強化に努め，院内全体で

の経営改善に努める。  

目標値 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

西市民病院 経常収支比率(％) 96.1 100.0 

医業収支比率(％) 90.1 95.1 

新規患者数（入院）(人) 9,009 9,333 

新規患者数（外来）(人) 20,366 20,003 

平均在院日数(日) 12.8 12.1 

病床利用率(％) 87.9 92.9 

※  経常収支比率・医業収支比率は期間中の平均値 

※ 医業収支比率は運営費負担金を含まない 

※ 新規患者数は入院・外来とも平成31年度目標値 

 ※ 平均在院日数は地域包括ケア病棟を含まない 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西市民病院 単年度資金収支(億円) ▲301 

運営費負担金比率(％) 8.7 

給与費比率(％) 59.8 

材料費比率(％) 25.2 

経費比率(％) 16.4 

手術件数（入院・外来合計）(件) 2,930 

患者一人当たりの診療単価（入院）(円) 52,759 

患者一人当たりの診療単価（外来）(円) 14,650 

査定減率（入院）(％) 0.47  

査定減率（外来）(％) 0.32 

 

⑶ 西神戸医療センター 
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・高齢化等による地域医療需要の変化に対応し，地域医療機関との連携強

化，救急車の積極的な受け入れによる新規患者の確保に努めるとともに，

新たな診療報酬加算の取得による増収に取り組む。 

・診療材料の採用品目見直し，価格交渉等による材料費の削減，及び業務

の効率化による経費の削減等に取り組む。 

目標値 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

西 神 戸 医 療

センター 

経常収支比率(％) 103.0 101.8 

医業収支比率(％) 99.5 99.6 

新規患者数（入院）(人) 13,233 13,541 

新規患者数（外来）(人) 37,666 37,431 

平均在院日数(日) 10.5 10.5 

病床利用率(％) 89.7 92.3 

※  経常収支比率・医業収支比率は期間中の平均値 

※ 医業収支比率は運営費負担金を含まない 

※ 新規患者数は入院・外来とも平成31年度目標値 

※ 新規患者数（入院・外来），平均在院日数，病床利用率は結核病床を 

含まない  

関連指標  

病院名 項 目 平成29年度

実績 

西 神 戸 医 療

センター 

単年度資金収支(億円) 6,050 

運営費負担金比率(％) 5.4 

給与費比率(％) 48.9 

材料費比率(％) 27.3 

経費比率(％) 18.5 

手術件数（入院・外来合計）(件) 6,088 

患者一人当たりの診療単価（入院）(円) 65,777 

患者一人当たりの診療単価（外来）(円) 14,717 

査定減率（入院）(％) 0.47 

査定減率（外来）(％) 0.23 

 

⑷ 神戸アイセンター病院 

・多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術等先進医療の提供や，白内障，

緑内障，網膜疾患をはじめとした質の高い標準医療の着実な提供と高度

専門医療の実施により，収入を確保する。 

・臨床研究や治験を推進するための研究資金の確保に努める。 

・コスト管理の徹底により，費用の削減を図る。 

目標値 

病院名 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

経常収支比率(％) 70.5 100.5 

医業収支比率(％) 81.5 98.2 

新規患者数（入院）(人) 568 2,070 
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新規患者数（外来）(人) 1,512 4,120 

平均在院日数(日) 4.0 3.7 

病床利用率(％) 62.4 70.0 

※  経常収支比率・医業収支比率は期間中の平均値 

※ 医業収支比率は運営費負担金を含まない 

※ 新規患者数は入院・外来とも平成31年度目標値 

 

関連指標 

病院名 項 目 平成29年度

実績 

神 戸 ア イ セ

ンター病院 

単年度資金収支(億円) 15 

運営費負担金比率(％) 7.5 

給与費比率(％) 45.3 

材料費比率(％) 30.4 

経費比率(％) 25.5 

手術件数（入院・外来合計）(件) 745 

患者一人当たりの診療単価（入院）(円) 85,049 

患者一人当たりの診療単価（外来）(円) 17,715 

査定減率（入院）(％) 0.35 

査定減率（外来）(％) 0.15 

 

⑸ 法人本部 

・医療を取り巻く環境の変化を踏まえ，経営にかかる課題の抽出・分析を

実施するなど，各病院への経営改善支援を効果的かつ効率的に行う。 

・各病院と法人本部との適切な役割分担を行い，効率的な業務運営体制を

踏まえた組織運営を行う。 

目標値 

対 象 項 目 平成29年

度実績 

目標値 

法人全体 経常収支比率(％) 100.4 100.7 

医業収支比率(％) 97.3 98.4 

※  経常収支比率・医業収支比率は期間中の平均値 

※ 医業収支比率は運営費負担金を含まない 

 

関連指標 

対 象 項 目 平成29年

度実績 

法人全体 単年度資金収支(億円) 70.8 

運営費負担金比率(％) 7.1 

 

２ 経営基盤の強化 

⑴ 収入の確保及び費用の最適化 

・新規患者数の確保や適正な在院日数に基づく病床管理に取り組むことに

加えて，高度医療機器の効率的な運用を行い，確実に収入を確保する。 

・医療を取り巻く環境の変化に迅速に対応できるよう，適時，的確な経営
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分析を進めるとともに，診療報酬改定にも的確かつ速やかに対応し，新

たな収入の確保を図る。 

・４病院体制のメリットを活かした調達費用の削減や，消費税増税を踏ま

えた費用削減への取り組みなど，経費削減を徹底する。診療材料につい

ては引き続き品目の統一化や在庫の適正化等への取り組みを推進する。 

関連指標 

対 象 項 目 平成29年

度実績 

法人全体 未収金額（現年）(百万円) 94  

未収金額（滞納繰越）(百万円) 177 

給与費比率(％) 48.7 

材料費比率(％) 29.8 

経費比率(％) 19.4 

 

⑵  計画的な投資の実施と効果の検証 

・少子高齢化等の社会情勢や医療需要の変化，並びに医療政策の動向等を

踏まえ，４病院の役割や特徴，収益性を勘案した計画的な投資を推進す

る。 

・高度医療機器の更新及び整備等総合的な投資計画を策定し，状況に応じ

た的確な投資を行うとともにその効果を病院長が毎年度継続的に検証し，

課題が検出された場合には当該課題の改善に取り組む。 

・建物設備の経年劣化に対応するため，中長期的な視点に立った計画的な

保全整備等を実施する。 

 

第５ 予算（人件費の見積もりを含む。）収支計画及び資金計画 

「第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置」を着実

に実行することにより，運営費負担金等の交付のもと，市民病院としての役割を

果たすとともに，安定的な経常収支及び資金収支の維持を図る。 
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１ 予算（平成31年度からの５年間）           （単位：百万円） 

区   分 金    額 

収入 

   営業収益 

     医業収益 

     運営費負担金収益 

     その他営業収益 

   営業外収益  

     運営費負担金 

     その他営業外収益 

   臨時利益 

     運営費負担金 

  その他臨時利益 

資本収入 

     運営費負担金 

     運営費交付金 

     長期借入金                                                                                                              

その他資本収入 

その他の収入 

計 

 

351,916 

325,521 

25,502 

893 

6,423  

1,653  

4,770  

0 

0  

0  

12,760  

1,190  

0  

11,500  

70  

0  

371,099 

支出 

   営業費用 

     医業費用 

       給与費 

       材料費 

       経費 

       研究研修費 

     一般管理費 

       給与費 

       経費 

       研究研修費 

   営業外費用 

   臨時損失 

資本支出 

     建設改良費 

     償還金 

     その他の資本支出 

   その他の支出 

   計 

 

327,813 

321,146 

148,263 

104,202 

65,281 

3,400 

6,667 

1,961 

4,609 

97 

3,553 

0 

34,233 

13,301 

20,380 

552 

0 

365,599   

※  期間中の給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。 

［人件費の見積もり］ 

期間中総額 150,244百万円を支出する。 

なお，当該金額は，役員報酬並びに職員基本給，職員諸手当，時間外勤務

手当及び休職者給与の額に相当するものである。 

［運営費負担金の繰出基準等］ 
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救急医療等の行政的経費及び高度医療等の不採算経費については，毎年度

総務省が発出する「地方公営企業繰出金について」に準じた考え方により算

出。 

建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金等につ

いては，経常費助成のための運営費負担金等とする。 

ただし，用地取得に係る建設改良費及び長期借入金元金償還金に充当され

る運営費負担金等については，資本助成のための運営費負担金等とする。 
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２ 収支計画（平成31年度からの５年間）        （単位：百万円） 

区   分 金    額 

収入の部 

  営業収益 

医業収益 

    運営費負担金収益 

    補助金等収益 

    寄付金収益 

    資産見返運営費負担金戻入 

    資産見返運営費交付金戻入 

    資産見返補助金戻入 

    資産見返寄付金戻入 

    資産見返物品受贈額戻入 

  営業外収益  

    運営費負担金収益 

    その他営業外収益 

  臨時利益 

運営費負担金収益 

    その他臨時利益 

 

351,801 

324,549 

25,502 

607 

286 

0 

343 

20 

45 

449 

6,193 

1,653 

4,540 

0 

0 

0 

支出の部 

  営業費用 

    医業費用 

      給与費 

      材料費 

      経費 

      減価償却費 

      研究研修費 

    一般管理費 

      給与費 

      経費 

 

336,168 

329,933 

149,950 

94,879 

59,828 

22,110 

3,166 

6,235 

1,900  

4,106 

139 

90 

19,413 

3,303 

1,148 

14,962 

10 

      減価償却費 

      研究研修費 

  営業外費用 

      財務費用 

      控除対象外消費税償却 

      営業外雑支出 

  臨時損失 

純利益 

目的積立金取崩額 

総利益 

2,403 

0 

2,403 

※  期間中の給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。 
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３ 資金計画（平成31年度からの５年間）         （単位：百万円） 

区   分 金    額 

資金収入 

  業務活動による収入 

    診療業務による収入 

    運営費負担金による収入 

    その他の業務活動による収入 

  投資活動による収入 

    運営費負担金による収入 

    運営費交付金による収入 

    その他の投資活動による収入 

  財務活動による収入 

    長期借入れによる収入 

    その他の財務活動による収入 

  前期中期目標の期間よりの繰越金 

 

358,409 

325,521 

27,155 

5,733 

1,190 

1,190 

0 

0 

11,500 

11,500 

0 

20,973 

資金支出 

  業務活動による支出 

    給与費支出 

    材料費支出 

    その他の業務活動による支出 

投資活動による支出 

    有形固定資産の取得による支出 

    無形固定資産の取得による支出 

    その他の投資活動による支出 

  財務活動による支出 

    長期借入金の返済による支出 

    移行前地方債償還債務の償還による支出 

    その他の財務活動による支出 

  次期中期目標の期間への繰越金 

  

331,876 

150,224 

104,202 

77,450 

13,343 

12,374 

927 

42 

20,380 

18,783 

1,597 

0 

26,473 

※  期間中の給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。 

 

第６ 短期借入金の限度額 

１ 限度額 10,000百万円 

２ 想定される短期借入金の発生理由 

⑴ 賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

⑵ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等，偶発的な出費への対応 

 

第７ 重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画 

なし 

 

第８ 剰余金の使途 

決算において剰余を生じた場合は，病院施設の整備・修繕，医療機器の購入，

人材育成及び能力開発の充実等に充てる。 
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第９ 料金に関する事項 

１ 料金 

病院の診療料及びその他の諸料金（以下「診療料等」という。）は次に定め

る額とする。 

⑴  健康保険法 (大正 11年法律第 70号 )，高齢者の医療の確保に関する法律

（昭和57年法律第 80号）及びその他の法令等により診療を受ける者  健康

保険法第 76条第２項（同法第 149条において準用する場合を含む。），高齢

者の医療の確保に関する法律第 71条第１項及びその他の法令等の規定に基

づき算定する額 

⑵  ⑴に規定する以外の者であって，次の①から③に掲げる者については，

当該各号の区分に応じ定める額とする。 

①  労働者災害補償保険法 (昭和 22年法律第 50号 )第 13条の規定により診療

を受ける者  兵庫労働局長と協定した療養に要する費用の額の算定方法

により算定した額 

② 地方公務員災害補償法(昭和42年法律第121号 )第 26条の規定により診療

を受ける者  地方公務員災害補償基金支部長と協定した療養に要する費

用の額の算定方法により算定した額 

③  自動車損害賠償保障法 (昭和 30年法律第 97号 )の規定による損害賠償の

対象となる治療を受ける者，分娩する者及びその他理事長が別に定める

者 理事長が別に定める額 

⑶ その他前２号以外の額については，以下の表に規定する額とする。 

種  別 金   額 摘    要 

病
室
使
用
加
算
額 

中央

市民

病院 

特室 １人１日につき ３万円  面 積 が 約 27～ 30㎡ の

個室 

個室Ａ １人１日につき １万5,000円 面 積 が 約 20～ 26㎡ の

個室 

個室Ｂ １人１日につき １万1,000円 面積が約15～18㎡の 

個室 

個室Ｃ １人１日につき 9,000円   

西市 特室 １人１日につき ２万4,000円 面積が約28㎡の個室 

民病 個室Ａ １人１日につき １万1,000円 面積が約14㎡の個室 

院 個室Ｂ １人１日につき 9,000円   

西神

戸医

療セ 

ンタ

ー 

個室Ａ １人１日につき １万4,000円 面積が約17㎡の個室 

個室Ｂ １人１日につき １万円 面積が約15㎡の個室 

２人個

室 

１人１日につき 9,000円  

 産科個

室Ａ 

１人１日につき １万4,000円 面積が約17㎡の個室 

産科個

室Ｂ 

１人１日につき １万円 面積が約15㎡の個室 

神戸

アイ

セン

ター

個室Ａ １人１日につき １万5,000円 面積が約22㎡の個室 

個室Ｂ １人１日につき １万1,000円 面積が約18㎡の個室 

個室Ｃ １人１日につき 9,000円  
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病院 

分娩料 １児につき 10万 5,000円 時 間 外 は 20パ ー セ ン

ト 増 し ， 深 夜 は 40パ

ー セ ン ト 増 し と す

る。 

備考 

１  本市に住所を有しない者に係る料金の額は，この表の 30パーセント増

しとする。 

２  この表において「時間外」とは，休日（就業規則に規定する休日をい

う。以下同じ。）以外の日にあっては午前６時から午前９時まで及び午後

５時から午後10時までを，休日にあっては午前６時から午後 10時までを

いう。 

３  この表において「深夜」とは，午後 10時後から翌日午前６時前までを

いう。 

４  病室使用加算額については，この表の金額をそれぞれ超えない範囲内

で理事長が定める額とする。ただし，料金を変更する場合は事前に市民

等に周知し透明性を確保する。 

５  病室使用加算額については，２人用の病室を使用者の申出により理事

長が病院の管理上特に支障がないと認めて１人で使用することを許可し

た場合は，100パーセント増しとする。 

⑷  前３号に規定がないものについては，実費等を勘案し別に理事長の定め

る額とする。また，消費税法（昭和63年法律第108号）第６条の規定により

非課税とされるものを除く診療料等については，それぞれ当該各号により

算定した額に消費税及び地方消費税に相当する額を加えた額 （その額に１

円未満の端数を生じたときは，これを切り捨てた額）とする。 

 

２ 料金の減免 

理事長が，特別の事情があると認めたときは，診療料等の全部又は一部を

減免することができるものとする。 

 

第10 地方独立行政法人神戸市民病院機構の業務運営等に関する規則で定める業

務運営に関する事項 

１ 施設及び設備に関する計画（平成31年度からの５年間） 

 （単位：百万円） 

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設，医療機器等整備 総額 13,301 神戸市長期借入金等 

※１ 金額については見込みである。 

※２  各事業年度の神戸市長期借入金等の具体的な内容については，各事

業年度の予算編成過程において決定される。 

 

２ 人事に関する計画 

・多様な働き方を選択できる労働環境を整備し，職員一人ひとりがより良い

将来の展望を持てるよう，働き方の改革に取り組むとともに，優れた専門

職の確保と人材育成に努める。  

・医療を取り巻く状況の変化への対応，医療の質向上や医療安全の確保，患
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者サービス向上等に十分配慮した上で，業務量や業務内容に応じた人員配

置や多様な雇用形態の活用等により効率的かつ効果的な体制及び組織を構

築する。 

 

３ 中期目標の期間を超える債務負担 

⑴ 移行前地方債償還債務               （単位：百万円） 

 
中期目標期間償還額 次期以降償還額 総債務償還額 

移行前地方債

償還債務 
1,597 3,058 4,655 

 

⑵  長期借入金                    （単位：百万円） 

 
中期目標期間償還額 次期以降償還額 総債務償還額 

長期借入金償

還額 
18,783 43,344 62,127 

 

⑶  新中央市民病院整備運営事業            （単位：百万円） 

項 目 事業期間 
中期目標期

間事業費 

次期以降事

業費 
総事業費 

新中央市民病院

整備運営事業 

2019（平成31）年

度～2040年度（22

年間） 

17,080 57,610 74,690 

 

４ 積立金の処分に関する計画 

前期中期目標期間繰越積立金については，病院施設の整備，修繕，医療機

器の購入，人材育成及び能力開発の充実等に充てる。 

 


